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代表的な有毒撃ず、幼虫、成Aと ゃ!F有
l毒な毛を持ち、皮膚に触れると痒い皮膚炎

を起こしますc

生態

幼虫がツパキ、サザ ンカ、チャに発生

します.東京では 5～ 6月 頃と 8月 下旬

～ 9月 頃の 2卜 |、 幼虫が発生 し、この時

期に被害が多発します。幼虫の体には多

数の微小な毒の毛 (毒針毛)があり、そ

の毛に触れたり、毛がl■tに 飛んだりして

皮膚につ くと、痒い皮膚炎を起こします。

幼虫の脱皮殻千成虫の腹部にも毒針毛が

ついています。脱皮殻などの毒針毛が風

で飛んで洗濯物に付着し、それを肴て皮

膚炎を起こす例も少なくありません。

ツバキなどは庭や公同に普通に植えら

れていますから、都会でも被書が発生 し

ます。なお、本種の発生量は年により差

があります。

防除

幼虫は群集性が強 く葉に群れています。

枝ごと切 り取 り、上に埋めます (つ ぶし

たり燃やしたりすると毛が飛散すること

があります)。 冬に葉の裏を丹念に調べて、

写真のような卵塊 (毛で覆われている)

があれば葉ごと切 り捨てます。

問い合わせ先

紀耀曇暑

チャ ドクガの幼虫 (黒い部分に有毒な毛が密生 )

チャ ドクガ成虫 (雄 ) チャ ドクガ成虫 (雌 )

チャドクガの卵塊 枝についた脱皮殻

チャドクガによる皮膚炎

東 京 都


